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夏本番！

令和３年度総会が開催されました
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　コロナ禍の診療で何かと
気苦労の多い昨今ですが、
本日は貴重な休息日にもか
かわらず、令和３年度の仁
泉会総会にご参集いただき
誠にありがとうございます。
　緊急事態宣言が解除さ
れたとはいえ、大阪府には
まん延防止等重点措置が
発動中で、大阪府の医療状態も尚油断できる状態では
ありません。大阪府医師会長の茂松茂人先生（学２７期）
をはじめ同窓の諸先生方の奮闘に敬意を表します。
　このような時期に仁泉会総会を開催する事は誠に心
苦しい事ですが、ご存じのように仁泉会は一般社団法
人であり、年に１回の総会開催とその結果を大阪府に報
告する必要があり、何卒ご理解の程お願いいたします。
　本日はご多忙にもかかわらず、大阪医科薬科大学より
理事長の植木 實先生、学長の佐野浩一先生、医学
部長の内山和久先生ご来席いただき誠にありがとうござ
います。先生方には現在の母校の現状についてご講演
いただく事になっております。ご出席の先生方におかれ
ましては楽しみにして下さい。
　さて、本日の総会は大阪薬科大学との完全統合後の、
初の仁泉会総会となります。本年度の医学部入学の生
徒は、大阪医科薬科大学の１期生となると共に、仁泉

会の学生会員として入会していただく事となり卒業後は
大阪医科大学から続く７６期生として医療に従事されま
す。大阪医科大学仁泉会も今後は必然的に大阪医科
薬科大学仁泉会と名称の変更が必要になって来ると考
えております。本日の式次第の中にありますように、仁泉
会の名称変更に関してお時間をいただきますので、討
論いただきたく思います。
　最後に仁泉会活動を支える屋台骨といっても過言では
ない、支部会クラス会の開催がコロナ禍の影響で皆無
に近い状態が続いております。のみならず、総会での
懇親会が 2年続けて中止となりました。断腸の思いです。
コロナの終息を祈るばかりです。来年の総会では懇親
会が開催できる事を祈念しつつご挨拶とさせていただき
ます。

令和３年度
仁泉会総会　開催報告

総会挨拶
仁泉会理事長　安藤嗣彦

６月２７日（日）母校新講義実習棟Ｐ１０１講義室にて令和３年度仁泉会定期総会が開催されました。

当日の出席者は４９名（Ｚｏｏｍ参加者含む）で、午後３時より開催されました。総会議長は増井裕嗣先生（学２９期）が選出され、令和２年

度の事業報告、令和３年度の事業計画及び収支予算の報告がなされました。総会議案として、令和２年度収支決算案をはじめ、役員

改選等の審議がなされ原案通り可決承認されました。

本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の為に、場所を兵庫から母校へと変更し開催致しました。

来年度は５月の最終日曜日に大阪にて開催予定です。

当日の安藤理事長のご挨拶と植木 實理事長、佐野浩一学長、内山和久医学部長より母校の近況報告をいただきましたので掲載させ

て頂きます。

本日は、仁泉会総会にお
招きに与り、ありがとうござい
ました。皆様には平素から本
学のためにお力添えを賜り、
感謝申し上げます。
今年度も、昨年に引き続き

ましてコロナ禍の影響を受け、
自粛、縮小した総会になりま
したことは残念に思います。
しかし、会員の皆様にはお元気でコロナ感染対策をしつつ
医療現場でご活躍され、地域医療に貢献されておられま
すこと嬉しく存じます。
今日の総会では、去る４月１日に大学統合して誕生しまし

た大阪医科薬科大学の新しい学長と医学部長共 ご々挨拶
をするようご下命をいただいていますので、３人から、『学校
法人大阪医科薬科大学の展開－ニューノーマル社会を見
据えて－』と題して、その中の「Ⅰ．コロナ禍における法人の運
営・財政並びに病院新本館建築の進捗」と「Ⅳ．まとめ【本
法人の展開】を私からお話しさせていただき、「Ⅱ．新生　大
阪医科薬科大学の教育・研究体制」を佐野学長から、「Ⅲ．
本大学医学部における課題」を内山医学部長からお話しさ
せていただきまして、それぞれご挨拶とさせていただきます。
はじめに、大阪医科大学と大阪薬科大学は、文部科学
省から認可を受け、本年４月１日に大学統合し、大阪医科
薬科大学が誕生しました。統合の目的は「次世代を担う良
質の医療人の養成、並びに医薬看が連携・融和する先
進的医療体制の構築・提供を目指し、特色ある学際的教
育・研究と新たなチーム医療教育を推進するため、３学
部の多様な人材が集う医療系総合大学を構築する」であ
ります。学是は大阪医科大学の『至誠仁術』を踏襲してお
ります。法人のシンボルマークも決定し、大学名の英語表記
の頭文字 “ＯＭＰＵ” を象ったものになっております。見方に
よってはハートにも、血管の波紋のようなものにも見えます。こ
の新しいシンボルマークをモチーフにした襟章（バッジ）も作
製しました【図１】。
新しい学歌は、作詞を京都大学の名誉教授であり歌会

始などで選者をされている歌人としてもご著名な永田和宏
先生に、作曲はＮＨＫの音楽プロデューサーをされるなど作
曲家・編曲家として有名な千住明先生に引き受けていた
だきました。素晴らしい学歌ですので、一度お聞きいただく機
会を設けたいと考えております【図２】。

この度の大学統合に伴い、薬学部が本部キャンパスから
離れていることから、近隣の土地を探していましたところ、安
満遺跡公園のそばに１万平米ほどの土地が見つかり、購入
（約３０億円）しました。将来、薬学部の臨床に近い分野を移
すことになるのではないかと思っております。
次に、高槻中学校・高等学校ですが、法人合併と創立８

０周年を記念し、５か年計画で企画されたキャンパス全面整
備事業は、全工程が無事完遂しました。第Ⅰ期工事の高校
校舎建築から始まり、第Ⅱ期は図書館や３００人収容可能な
中ホール、ディベートなども行える小講堂などに加え、第Ⅲ期
はシンボル塔を含む管理棟が竣工しました。今回の全面整
備により、本校の教育向上に資する施設になったと考えてい
ます。平成２９年に男女共学となり、偏差値も非常に上がって、
第１期生として入学された女子生徒は今では高校２年生に
なりました。男子生徒もいい刺激を受けており、あと２、３年経
ちますと大学進学率も更に上がってトップクラスの進学校に
なると予測されます。
本法人の重要な事業であるＢＮＣＴ（ホウ素中性子捕捉療

法）を行う関西ＢＮＣＴ共同医療センターは、世界でも本施設と

総会挨拶

学校法人大阪医科薬科大学
理事長　植木 實先生

東北の病院にあるだけで、本大学病院が世界に誇る治療施
設であり、海外からも非常に注目を集めています。昨年６月１日
に “進行した頭頸部癌” が保険適用になりました。主にはホウ
素薬剤費として概ね１７８万円、照射技術料は２３８万円と高
額となっており、治療には合わせて５００万円弱を要します。月
に２～３例ほどのペースで治療が行われており、現在までに２７
例が実施され、効果を上げています。この治療は追跡調査が
必要とされ、予後の良くなると見込める症例を選んで進めてお
ります。しかし、我 の々主目的は“進行した脳腫瘍”への治療で
あり、現在、保険適用への申請手続きを進めております。悪性
髄膜腫の医師主導治験については、現在までに１３例が終了
し（目標症例数１８例）、順調に進んでいます。また、特定臨床
研究として実施中の新しい腫瘍診断用ＦＢＰＡ－ＰＥＴは、従
来のＦＤＧ－ＰＥＴよりもがんの鑑別が更にはっきりするものです。
同センターは通常のＰＥＴ検査も行っており、毎月１５０例ほど
実施され、その件数は年 増々加しており、このような診断と治
療の状況から関西ＢＮＴＣ共同医療センターの発展が見てと
れます【図３】。
次に、パンデミックを引き起こしている新型コロナウイルス感

染症（ＣＯＶＩＤ－１９）ですが、最近、変異株の出現による重症
化や低年齢化が進み、その対策として大規模接種センター
や職域接種等の形でワクチン接種が急ピッチで進められて
います。政治面では、外国へのワクチン供与の一方で、オリン
ピック、パラリンピックの開催の是非についても議論の的です。

コロナ禍中やポストコロナにおけるニューノーマルが現実に
なっており、マスクの常時着用やソーシャルディスタンスの確保、
ワクチン接種証明書の発行などに加え、学校においてはオン
ラインで授業が行われ、また企業では在宅勤務が推奨される
など、新しい社会常識が生み出されています。
ここで、本大学病院の現状を申しますと、大阪府・高槻
市からの強い要請と地域社会からの負託に応える観点か
ら、コロナ感染症の重症患者を受け入れてきました。最大１４
床、ＩＣＵのほとんどをそれに充てる形で受け入れを行いまし
た。ＩＣＵでの延べ患者数は約２００人で、ＥＣＭＯを用いた患
者は６名です。この間、院内に対策本部を立ち上げて職員
への感染症教育や入院患者へのＰＣＲ検査実施等、感染
対策を徹底しており、これまでに院内クラスターは発生して
おりません。病院内には「ＣＯＶＩＤ－１９ こころのケアチーム」
も設置し、専門家によるサポートを行っています。現在、ワク
チンの市民や職域接種の協力依頼が６月下旬に集中して
あり、大阪府にはこれまでも看護師を派遣してきましたが、高
槻市、茨木市、関西大学、立命館大学等から２５～３０万人
への接種要請により、医療従事者の派遣を行っています。
令和２年度の大学病院の経営状況ですが、第１回目の
緊急事態宣言が出されました５月頃は入院・外来患者が
かなり少ない状況で、全てのベンチマークが落ち込みました
が、幸いにも、６月頃から回復いたしました。教職員の努力も
あり、前年度並みの収支差額に回復し、安堵しています。ま

た、この年の法人全体の事業活動収支差額はプラス１６億
円となり、コロナ禍での回復基調と見てとれます【図４】。
本法人の大事業としての病院新本館建築は、臨床講

堂と５号館を解体した後、その跡地に新本館Ａ棟を建築中
です。地下１３メートルまで掘り下げた後、免震装置を十数
基設置し、現在、急ピッチで工事が進んでいます。
この病院新本館は、『Ｓｕｐｅｒ Ｓｍａｒｔ Ｈｏｓｐｉｔａｌ～超ス
マート医療を推進する大学病院～』をコンセプトに、ＡＩやロ
ボットを駆使した機能性の高い病院を建設中で、例えば待
ち時間ゼロの外来システムや、スマートフォンを使った患者
さんへのサービスなどを導入予定です。一方で、“バイオ
フィリア”の概念を採り入れ、人が自然と触れ合うことで健康
や幸せを得られるという考えのもと、自然の光を採り込み、
植栽など自然素材の使用、その他、自然モチーフのアート

ワークを採用します。【図５】大学病院として、質の高い医療
の提供や、患者さんに優しく利便性が高い、職員には働き
やすい病院を目指しております。建築スケジュールは、平成
３０年の厨房移設から始まり、令和元年６月から解体が行
われ、昨年に着工し、現在は４階の高さまで建築が進んで
おります。今年中には１２階までの外観建設が完了する見
込みで、その後、内装工事に取り掛かり、来年６月に開院の
予定です。その後、Ｂ棟の建築が開始され、病院新本館全
体が完成します。
まとめとして、今後法人がどのような方向に向かうかにつ
いてお話し致します。
法人としては、多くの社会貢献をすることにより公共性を

高めることが非常に重要なことと考えています。皆様には、
本年４月１日の大学統合を記念して作成されました『サステ
ナビリティ活動冊子（第３版）』をお送りさせていただきまし
た。この活動冊子は、初版及び第２版までは国際標準化
機構の「ＩＳＯ２６０００（社会的責任に関する国際規格）」に
基づき、７つの中核主題である「組織統治、人権、労働慣
行、環境、公正な事業慣行、消費者に関する課題、コミュ
ニティへの参画及びコミュニティの発展」に沿って、本学の
社会貢献活動をとりまとめています。今年４月に発刊した第
３版は、ＩＳＯ２６０００に併せて、国連で採択されたＳＤＧｓ（Ｓ
ｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）を融合させた形でとりま
とめています。ＳＤＧｓには１７の目標と１６９のターゲットから

構成され、国連加盟１９３か国が２０３０年までに達成する
ために掲げた目標です。
これには、貧困をなくそうとか、再生エネルギーを使うなど
大きな難しい課題もありますが、本学としては教育、研究に
加え、各医療人の養成、そして医療の分野については、学
校の領域上、貢献できますので、それに関連させて今後ど
のように社会貢献活動を広げ、継続するかを考えねばなり
ません。唯一、日本にある国連の機関として国連大学があ
りますが、ここが中心となり『ＳＤＧ大学連携プラットフォーム』
という枠組みが形成され、日本で積極的にＳＤＧｓに取り組
んでいる大学が参加して活動を行っています。昨秋、７８０
余の大学の中から２８の大学が選ばれましたが、本学は医
療系の大学として唯一、このプラットフォームへの参画が認
められました。本学の活動課題については検討中でありま
して、公共性・公益性を高めつつ、本学のブランディングを
含めて大いに議論してまとめたいと思います【図６】。
一方、本法人は、このコロナ禍にある今年度の法人ス

ローガンとして『Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の実践』を行動目標に定め、そ
れに向かって新しい考え方で情報化社会に乗り遅れない
よう、様 な々事業を着実に進めながら、堅実な経営を行い、
十分なコロナ対策をしっかり取りたいと考えております。
来年、３次救急の大阪府三島救命救急センターが移譲

されることに加え、関西ＢＮＣＴ共同医療センターの充実が
一層進むと期待されます。一方、高槻中学校・高等学校

はキャンパス全面整備が完了し、教育環境も格段に整って
教育力も向上しており、進学トップ校に躍り出る日も近いと
思います。加えて、国連大学ＳＤＧ大学連携プラットフォーム
に参画できたことなど、嬉しいニュースがありました。数年後
には三島南病院の移転・新築や薬学部の新キャンパス
の設置、新学部の設置構想なども動きだしてまいります。
【図７】

仁泉会の先生におかれましては、今後とも本学並びに
大学病院へ温かいご支援を賜りますようお願い申し上げま
して、総会でのご挨拶とさせていただきます。
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本日は、仁泉会総会にお
招きに与り、ありがとうござい
ました。皆様には平素から本
学のためにお力添えを賜り、
感謝申し上げます。
今年度も、昨年に引き続き

ましてコロナ禍の影響を受け、
自粛、縮小した総会になりま
したことは残念に思います。
しかし、会員の皆様にはお元気でコロナ感染対策をしつつ
医療現場でご活躍され、地域医療に貢献されておられま
すこと嬉しく存じます。
今日の総会では、去る４月１日に大学統合して誕生しまし

た大阪医科薬科大学の新しい学長と医学部長共 ご々挨拶
をするようご下命をいただいていますので、３人から、『学校
法人大阪医科薬科大学の展開－ニューノーマル社会を見
据えて－』と題して、その中の「Ⅰ．コロナ禍における法人の運
営・財政並びに病院新本館建築の進捗」と「Ⅳ．まとめ【本
法人の展開】を私からお話しさせていただき、「Ⅱ．新生　大
阪医科薬科大学の教育・研究体制」を佐野学長から、「Ⅲ．
本大学医学部における課題」を内山医学部長からお話しさ
せていただきまして、それぞれご挨拶とさせていただきます。
はじめに、大阪医科大学と大阪薬科大学は、文部科学
省から認可を受け、本年４月１日に大学統合し、大阪医科
薬科大学が誕生しました。統合の目的は「次世代を担う良
質の医療人の養成、並びに医薬看が連携・融和する先
進的医療体制の構築・提供を目指し、特色ある学際的教
育・研究と新たなチーム医療教育を推進するため、３学
部の多様な人材が集う医療系総合大学を構築する」であ
ります。学是は大阪医科大学の『至誠仁術』を踏襲してお
ります。法人のシンボルマークも決定し、大学名の英語表記
の頭文字 “ＯＭＰＵ” を象ったものになっております。見方に
よってはハートにも、血管の波紋のようなものにも見えます。こ
の新しいシンボルマークをモチーフにした襟章（バッジ）も作
製しました【図１】。
新しい学歌は、作詞を京都大学の名誉教授であり歌会

始などで選者をされている歌人としてもご著名な永田和宏
先生に、作曲はＮＨＫの音楽プロデューサーをされるなど作
曲家・編曲家として有名な千住明先生に引き受けていた
だきました。素晴らしい学歌ですので、一度お聞きいただく機
会を設けたいと考えております【図２】。

この度の大学統合に伴い、薬学部が本部キャンパスから
離れていることから、近隣の土地を探していましたところ、安
満遺跡公園のそばに１万平米ほどの土地が見つかり、購入
（約３０億円）しました。将来、薬学部の臨床に近い分野を移
すことになるのではないかと思っております。
次に、高槻中学校・高等学校ですが、法人合併と創立８

０周年を記念し、５か年計画で企画されたキャンパス全面整
備事業は、全工程が無事完遂しました。第Ⅰ期工事の高校
校舎建築から始まり、第Ⅱ期は図書館や３００人収容可能な
中ホール、ディベートなども行える小講堂などに加え、第Ⅲ期
はシンボル塔を含む管理棟が竣工しました。今回の全面整
備により、本校の教育向上に資する施設になったと考えてい
ます。平成２９年に男女共学となり、偏差値も非常に上がって、
第１期生として入学された女子生徒は今では高校２年生に
なりました。男子生徒もいい刺激を受けており、あと２、３年経
ちますと大学進学率も更に上がってトップクラスの進学校に
なると予測されます。
本法人の重要な事業であるＢＮＣＴ（ホウ素中性子捕捉療

法）を行う関西ＢＮＣＴ共同医療センターは、世界でも本施設と

東北の病院にあるだけで、本大学病院が世界に誇る治療施
設であり、海外からも非常に注目を集めています。昨年６月１日
に “進行した頭頸部癌” が保険適用になりました。主にはホウ
素薬剤費として概ね１７８万円、照射技術料は２３８万円と高
額となっており、治療には合わせて５００万円弱を要します。月
に２～３例ほどのペースで治療が行われており、現在までに２７
例が実施され、効果を上げています。この治療は追跡調査が
必要とされ、予後の良くなると見込める症例を選んで進めてお
ります。しかし、我 の々主目的は“進行した脳腫瘍”への治療で
あり、現在、保険適用への申請手続きを進めております。悪性
髄膜腫の医師主導治験については、現在までに１３例が終了
し（目標症例数１８例）、順調に進んでいます。また、特定臨床
研究として実施中の新しい腫瘍診断用ＦＢＰＡ－ＰＥＴは、従
来のＦＤＧ－ＰＥＴよりもがんの鑑別が更にはっきりするものです。
同センターは通常のＰＥＴ検査も行っており、毎月１５０例ほど
実施され、その件数は年 増々加しており、このような診断と治
療の状況から関西ＢＮＴＣ共同医療センターの発展が見てと
れます【図３】。
次に、パンデミックを引き起こしている新型コロナウイルス感

染症（ＣＯＶＩＤ－１９）ですが、最近、変異株の出現による重症
化や低年齢化が進み、その対策として大規模接種センター
や職域接種等の形でワクチン接種が急ピッチで進められて
います。政治面では、外国へのワクチン供与の一方で、オリン
ピック、パラリンピックの開催の是非についても議論の的です。

コロナ禍中やポストコロナにおけるニューノーマルが現実に
なっており、マスクの常時着用やソーシャルディスタンスの確保、
ワクチン接種証明書の発行などに加え、学校においてはオン
ラインで授業が行われ、また企業では在宅勤務が推奨される
など、新しい社会常識が生み出されています。
ここで、本大学病院の現状を申しますと、大阪府・高槻
市からの強い要請と地域社会からの負託に応える観点か
ら、コロナ感染症の重症患者を受け入れてきました。最大１４
床、ＩＣＵのほとんどをそれに充てる形で受け入れを行いまし
た。ＩＣＵでの延べ患者数は約２００人で、ＥＣＭＯを用いた患
者は６名です。この間、院内に対策本部を立ち上げて職員
への感染症教育や入院患者へのＰＣＲ検査実施等、感染
対策を徹底しており、これまでに院内クラスターは発生して
おりません。病院内には「ＣＯＶＩＤ－１９ こころのケアチーム」
も設置し、専門家によるサポートを行っています。現在、ワク
チンの市民や職域接種の協力依頼が６月下旬に集中して
あり、大阪府にはこれまでも看護師を派遣してきましたが、高
槻市、茨木市、関西大学、立命館大学等から２５～３０万人
への接種要請により、医療従事者の派遣を行っています。
令和２年度の大学病院の経営状況ですが、第１回目の
緊急事態宣言が出されました５月頃は入院・外来患者が
かなり少ない状況で、全てのベンチマークが落ち込みました
が、幸いにも、６月頃から回復いたしました。教職員の努力も
あり、前年度並みの収支差額に回復し、安堵しています。ま

た、この年の法人全体の事業活動収支差額はプラス１６億
円となり、コロナ禍での回復基調と見てとれます【図４】。
本法人の大事業としての病院新本館建築は、臨床講

堂と５号館を解体した後、その跡地に新本館Ａ棟を建築中
です。地下１３メートルまで掘り下げた後、免震装置を十数
基設置し、現在、急ピッチで工事が進んでいます。
この病院新本館は、『Ｓｕｐｅｒ Ｓｍａｒｔ Ｈｏｓｐｉｔａｌ～超ス
マート医療を推進する大学病院～』をコンセプトに、ＡＩやロ
ボットを駆使した機能性の高い病院を建設中で、例えば待
ち時間ゼロの外来システムや、スマートフォンを使った患者
さんへのサービスなどを導入予定です。一方で、“バイオ
フィリア”の概念を採り入れ、人が自然と触れ合うことで健康
や幸せを得られるという考えのもと、自然の光を採り込み、
植栽など自然素材の使用、その他、自然モチーフのアート

ワークを採用します。【図５】大学病院として、質の高い医療
の提供や、患者さんに優しく利便性が高い、職員には働き
やすい病院を目指しております。建築スケジュールは、平成
３０年の厨房移設から始まり、令和元年６月から解体が行
われ、昨年に着工し、現在は４階の高さまで建築が進んで
おります。今年中には１２階までの外観建設が完了する見
込みで、その後、内装工事に取り掛かり、来年６月に開院の
予定です。その後、Ｂ棟の建築が開始され、病院新本館全
体が完成します。
まとめとして、今後法人がどのような方向に向かうかにつ
いてお話し致します。
法人としては、多くの社会貢献をすることにより公共性を

高めることが非常に重要なことと考えています。皆様には、
本年４月１日の大学統合を記念して作成されました『サステ
ナビリティ活動冊子（第３版）』をお送りさせていただきまし
た。この活動冊子は、初版及び第２版までは国際標準化
機構の「ＩＳＯ２６０００（社会的責任に関する国際規格）」に
基づき、７つの中核主題である「組織統治、人権、労働慣
行、環境、公正な事業慣行、消費者に関する課題、コミュ
ニティへの参画及びコミュニティの発展」に沿って、本学の
社会貢献活動をとりまとめています。今年４月に発刊した第
３版は、ＩＳＯ２６０００に併せて、国連で採択されたＳＤＧｓ（Ｓ
ｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ）を融合させた形でとりま
とめています。ＳＤＧｓには１７の目標と１６９のターゲットから

構成され、国連加盟１９３か国が２０３０年までに達成する
ために掲げた目標です。
これには、貧困をなくそうとか、再生エネルギーを使うなど
大きな難しい課題もありますが、本学としては教育、研究に
加え、各医療人の養成、そして医療の分野については、学
校の領域上、貢献できますので、それに関連させて今後ど
のように社会貢献活動を広げ、継続するかを考えねばなり
ません。唯一、日本にある国連の機関として国連大学があ
りますが、ここが中心となり『ＳＤＧ大学連携プラットフォーム』
という枠組みが形成され、日本で積極的にＳＤＧｓに取り組
んでいる大学が参加して活動を行っています。昨秋、７８０
余の大学の中から２８の大学が選ばれましたが、本学は医
療系の大学として唯一、このプラットフォームへの参画が認
められました。本学の活動課題については検討中でありま
して、公共性・公益性を高めつつ、本学のブランディングを
含めて大いに議論してまとめたいと思います【図６】。
一方、本法人は、このコロナ禍にある今年度の法人ス

ローガンとして『Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の実践』を行動目標に定め、そ
れに向かって新しい考え方で情報化社会に乗り遅れない
よう、様 な々事業を着実に進めながら、堅実な経営を行い、
十分なコロナ対策をしっかり取りたいと考えております。
来年、３次救急の大阪府三島救命救急センターが移譲

されることに加え、関西ＢＮＣＴ共同医療センターの充実が
一層進むと期待されます。一方、高槻中学校・高等学校

はキャンパス全面整備が完了し、教育環境も格段に整って
教育力も向上しており、進学トップ校に躍り出る日も近いと
思います。加えて、国連大学ＳＤＧ大学連携プラットフォーム
に参画できたことなど、嬉しいニュースがありました。数年後
には三島南病院の移転・新築や薬学部の新キャンパス
の設置、新学部の設置構想なども動きだしてまいります。
【図７】

仁泉会の先生におかれましては、今後とも本学並びに
大学病院へ温かいご支援を賜りますようお願い申し上げま
して、総会でのご挨拶とさせていただきます。
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ラインで授業が行われ、また企業では在宅勤務が推奨される
など、新しい社会常識が生み出されています。
ここで、本大学病院の現状を申しますと、大阪府・高槻
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緊急事態宣言が出されました５月頃は入院・外来患者が
かなり少ない状況で、全てのベンチマークが落ち込みました
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仁泉会の先生におかれましては、今後とも本学並びに
大学病院へ温かいご支援を賜りますようお願い申し上げま
して、総会でのご挨拶とさせていただきます。
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本日はお招きいただきあり
がとうございます。この度、
大阪医科大学と大阪薬科大
学が統合してできました大阪
医科薬科大学の学長に就
任しました佐野でございます。
昭和５５年卒業の２９期でご
ざいます。卒後から皆様に
は大変お世話になっておりま
す。改めて感謝を申し上げます。
ただいま植木理事長より母校の法人全体の発展につい

てご説明をいただきましたが、その中の医療系総合大学
を目指した大学のあり方そのものを模索するのが私の使命
と心得ております、本日はその一端をご紹介させていただ
いて私の挨拶に代えさせていただきたいと思います。
最初に大阪医科大学の歴史に関しましては皆様よくご

存知のことと思いますが、昭和２年に設立しております。
一方、大阪薬科大学につきましては明治の終わり３７年
に大阪道修薬学校として設立しております。私どもの歴
史を見ますとその前に吉津 渡先生が作られた梅田病院
とその側にございました大阪細菌研究所がございました
のでおおよそ同時期に始まったという認識をしております。
その後、昭和２１年の終戦直後に旧制大阪医科大学に
なりまして昭和２７年に新制の大阪医科大学になりました。
その後、昭和４０年に医学進学課程が加えられ昭和５３
年に附属看護専門学校ができ平成９年には六年制の大
阪医科大学となっております。

次に大阪医科薬科大学の機構イメージでございます
が、各学部の色々な機構がございましてそれぞれ活動

をしております。各学部に共通した機能をどのように融和
していくのかということが単科大学から総合大学に変わっ
た私どもの課題でございまして、現在は機構制度を活用
してそれぞれの学部の先生などからの意見を聞きながら
組織を動かしていこうとしております。私はこの三つの学
部を見ていくわけですが、薬学部と看護学部についてご
紹介をさせていただき皆様の母校医学部につきましては
後ほど内山医学部長にご紹介をいただきたいと思います。

まず大学の規模でございますが今までは医学部の
７００名弱と看護学部の３００名強の約１０００名の学生を
教育するという規模です。そこへ薬学部の定員１８００名
近くが加わりまして大学院生を入れますと総勢約３０００
名の学生をお預かりして教育をしていくということになりま
す。薬学部は高槻日赤病院や阿武山の地震観測所の
近くに広大なキャンパスがございますが、これは植木理
事長がおっしゃられたように本部キャンパスから離れてお
りますので、安満キャンパス構想が立ち上がっているとい
う状況です。

次に各学部に共通するようなものを見出していくという
ことでございますが、それ以前からチーム医療の原点に
なるような多職種連携論というものを立ち上げて１年生か
ら６年生まで一環して教育し始めております。またこの度
の数理・データサイエンス・ＡＩプログラムは国がすべて
の高等教育機関の学生に教育すべしとしておりますので

総会挨拶
学校法人大阪医科薬科大学
学長　佐野浩一先生

そういうことを共通して教育していこうということになって
おります。このようなものをこれから色 と々見出していくと
いうことが大事だと考えております。

次に研究の方でございますがリソースについて、ハー
ドは共通しているものが非常に多いのでそれをどのように
統合していくかというのが課題になっております。機器に
ついては医学部に技術員がおりますので薬学部の機器
も管理するということになります。それぞれ共有しながら
使っていくということになります。研究倫理については全
ての研究者に必要なものでございますので共有してやっ
ていけるということでございます。知的財産管理につい
ても共通してまとめていかないといけないと考えておりま
す。

次に薬学部と看護学部の課題についてお伝えしたい
と思います。まず薬学部でございますが薬学部も六年制
になりまして、その中で臨床薬剤師を育てるということを
主眼に置いて教育しております。臨床薬剤師というもの
がどういうものかといいますと病棟薬剤師、調剤薬局、
かかりつけ薬局、在宅医療に資する薬剤師になります。
今まで病院の中や企業の中で研究する薬剤師も育てて
いました。去年から国が総力を挙げて薬剤師の需給バ
ランスを調整するということをやり始めました。そういう中
で私たちはどのような臨床薬剤師を育てるかということを
早急に考えなければなりません。その流れの中で薬学コ

アカリキュラムというものがございまして、２０２４年に改訂
をされることが控えております。薬剤師のあり方、教育の
形が変わっていきます。今後、薬剤師の供給がオーバー
フローする前に、薬学部の定員削減を求められるだろう
と考えております。我々医学部あるいは歯学部で求めら
れたことが薬学部でも求められることになると考えておりま
す。

次に看護学部ですが依然として看護師不足というの
が続いております。こちらについては定員を増やしたいと
ころですが教室のキャパシティが決まっておりますのであ
まり多くの学生を増やすということは難しいと考えています。
今後分野別の認証では優れた看護学部としての評価を
受けるということになると思います。加えて再来年から看
護学部のカリキュラムが大きく変更されて保健師、助産師、
看護師の全ての教育において強化すべしということにな
ります。ここに医学部の教員も含めて関わっていかないと
いけませんし医学部の教員が看護学部で働くということも
増えてくるのではないかと考えております。そんなに大き
な問題はありませんが定員問題だけは課題だと考えてお
ります。このような課題を抱えた薬学部看護学部とともに
皆様の母校である医学部がさらに発展するように引き続
き努力をして参りますので今後ともどうぞよろしくお願いい
たします（拍手）
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この４月に大阪医科薬科
大学が設立されて、初代
医学部長を拝命しました内
山和久です。医薬看が合
併されたことを契機に、お
互いに協働して多職種連携
教育を推進し、医療系総
合大学として発展させていく
所存ですので、よろしくご協
力賜ります様お願い致します。
私は本日、本学医学部における３つの課題について

ご説明申し上げます。まず医師国家試験の結果と今後
の対策について説明し、次に厚労省が掲げる医師養成
課程の見直し案を解説します。さらに本学のコロナ対策
の基本方針について簡単に述べます。
第１１５回の医師国家試験は受験生がすべて現役で

あったのにもかかわらず、合格率が８５.６％と、最近では
第１１１回に次ぐ悪い成績でした。私どもの分析では、まず、
内的要因として、受験した１２４人中２２人、１８％の学
生に原級留置歴があったこと、昨年の合格率が１００％
と気の緩みがあり、学習開始が遅れたことも否めないと
考えます。外的要因としてはＣＯＶＩＤ－１９感染のため、
自学自習室の貸し出しが制限されてしまったこと。つまり、
本学の医師国家試験学習の強みであるグループ学習が
できなくなってしまったことが最大の原因と考えております。
さらに、国家試験合否に関わる統計学的な分析を行

いました。男女別には女性が合格しやすく、現役、浪
人別では、当然ながら、現役、１浪の順に合格しやすく、
卒後３年以上の学生は自分が多浪生で不利という自覚
があるのか、むしろ意識の低い２浪生の合格率が低い
ことがわかりました。また、４年生の１０月には臨床実習
に入る直前に、全国の共用試験であるＣＢＴテストがあり
ますが、この下位２５％の学生は国家試験合格率が著
明に低いことが判明しました。３年生から４年生の１０月
までしっかりと臨床の基礎勉強を固めることが重要です。
なお、仁泉会の先生方には今年国試浪人となった１７
名に対して非常に温かい資金的支援をいただいておりま
す。たとえば、書籍の購入支援、模試の受験費用支援、
１５名の病院実習に対する聴講生手続き費用などです。
これら既卒生に対するご支援に対し、心より御礼申し上
げます。

次に厚生労働省による医師養成課程の見直し案につ
いてご説明します。まず一つめの見直しは、医師国家
試験の受験資格における教養試験合格の要件化です。
これは大学における医学教育の中で重要な役割を果た
している共用試験、つまりＣＢＴ／ＯＳＣＥを医師国家試
験の受験資格の要件として医師法上位置づけるもので、
令和５年の４月から適用されます。つまり共用試験に合
格できない学生は病院実習に進めず、国家試験の受験
資格を失うことになります。ＣＢＴは全国一律の評価なの
で、学生個人の全国レベルでの成績順位が判明すると
もに、大学格差が明瞭になります。
二つ目の見直しは医学生が臨床実習において行う医

業の法的位置付けの明確化です。共用試験に合格し
た学生については、医師以外医業に携わることができな
いという「医師法第１７条」の規定にかかわらず、大学
が行う臨床実習において医師の指導監督のもと、医業
を行うことができるようになります。こちらは令和７年４月よ
り法令化されます。共用試験に合格して、Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔ
oｒを付与されることが必須条件となります。

総会挨拶

学校法人大阪医科薬科大学
医学部長　内山和久先生

本学医学部における課題

本学のコロナ対策基本方針について現状をご説明し
ます。春先には緊急事態宣言が発令され、大阪府知
事の要請もあって遠隔授業が中心でしたが、本学医学
部生のワクチン２回接種率も９２.５％と非常に高くなり、さ
らに未接種者で接種を希望する学生も増えてきました。
このような状況下、徐々に対面授業を取り入れて７月以
降はほぼ通常授業に戻っております。５，６年生の国試
対策を目的としたグループ学習のための自学自習室の使
用についても、国家試験の合否を左右するともいわれて
いるので、２２時までと時間制限を設けて貸し出しを許可
しました。図書館も自学する学生には欠かせないため、
同様に２２時まで使用可としています。クラブ活動も徐々
に再開し、部長の監視下に１９時まで活動許可していま
す。
最後に、本学の医学教育の流れを示します。前にも

述べましたように、４年生の１０月に施行されるＣＢＴ／Ｏ
ＳＣＥに向け、臨床教育が始まる３年生から十分準備さ
せることが肝要と考えています。ＣＢＴ／ＯＳＣＥに合格す
るとＳｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔoｒが付与され、病院実習は６６週ある
ので、その間は気を緩めることなく、医療技術を中心に
学ばせます。その結果が６年生の７月に施行されるＰｏｓｔ
－ＣＣ－ＯＳＣＥで判明します。本学はステップアップしなが
ら毎年施行しておりますが、昨年は４９大学が参加しまし
た。今後は義務化をされてプレ国家試験となります。さ
らに６年生では「卒業試験ｍａｊｏｒ／ｍｉｎｏｒ」「学内総合
試験」「６大学共通試験」の４試験があり、これらを全
部パスして初めて医師国家試験に臨むことになります。
これらを踏まえ、今後の学生教育を進めて参りますの
で何卒ご指導ご助言の程よろしくお願い申し上げます。
ご清聴ありがとうございました。（拍手）
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１．学術研究振興援助事業
令和２年度は申請が１４件あり、それに対し助成を
行い、機関紙仁泉会ニュースにて報告を行った。

２．奨学金貸与事業
令和２年度に採用された奨学生は７名であり、各々
年額６０万円の奨学金を貸与した。
令和３年度３月末日の奨学金貸与総額は３５，２２４，

０００円である。

３．本部諸事業に関する事項
１）大阪医科大学への後援事業
①母校の募金活動の広報協力を行った。
②令和２年度卒業生の佐々木博章（ささき　ひろ
あき）君に対して仁泉会理事長賞を授与した。
③母校の活動報告として、学報及びＯＭＣニュース
を全会員に向け発送した。
④在学生に「学生生活虎の巻」と題した講演会
及び交流会をオンライン上で年２回行った。

⑤西医体、学園祭は中止となった。
２）会員の福利厚生への事業
①会員の動向把握を行い、物故会員６９名に対し
て供花料及び弔電を送った。
②令和２年度中に企画されたクラス会の開催につい
て案内状発送事務の支援を行った。
③令和２年度の傘寿会員に対して傘寿祝の記念品
を贈呈した。

３）仁泉会組織強化に関する事業
支部会開催にあたり、中止案内発送等の事務
支援を行った。

４）全国私立医科大学同窓会連絡会との連携事業
①第３０回全国私立医科大学同窓会連絡会「西
部会」は中止となった。
②第３１回全国私立医科大学同窓会連絡会「全
国会」は中止となった。

５）広報事業
①機関紙「仁泉会ニュース」を年６回発行した。
②フェイスブック及びホームページにて、各種案内
及び母校の情報提供を行った。

６）会員に関する事項
①新入会員に関する事項
令和２年４月入学生は１１２名、令和３年３月の卒
業生は１１８名であり、令和２年度入会者は２３０名
である。
②会員数に関する事項
令和３年３月末日現在の会員数は５，７０７名

である。
そのうち住所不明等による不明会員は１９６名

である。
③物故会員に関する事項
令和２年度に届出のあった物故会員は７１名で

ある。
④会費免除者に関する事項
令和２年度より会費免除となった会員は５４名

である。
令和３年３月末日現在の長寿会員（免除会員）
数は５９７名である。

７）役員及び会議に関する事項
①理事会役員に関する事項
令和３年３月末日現在の役員は次の通りである。
理事長１名、副理事長３名、常任理事６名、
理事１２名、監事３名、参与６名　合計３１名
②会議に関する事項
令和２年度に開催した会議及び役員が出席し

た会議は次の通りである。
総会１回、評議員会１回、理事会５回、監事
会１回。

８）会員名簿に関する事項
２０２０年度版会員名簿を作成し、全会員に向
け発送した。

以上

令和２年度　事業報告書

第 44 回日本小児皮膚科学会学術大会

第 40回日本サルコイドーシス /肉芽腫性疾患学会総会

第 29 回日本熱傷学会　近畿地方会

第 29 回乳癌基礎研究会

第 82 回日本臨床外科学会

第 17 回日本消化管学会総会学術集会

第 31 回日本レチノイド研究会学術集会

第 8回シュミレーション医療教育学会

日本プライマリ・ケア連合学会第 34 回近畿地方会

第 42 回日本エンドメトリオーシス学会

第 142 回近畿産婦人科学会学術集会

第 45 回日本小児眼科学会総会

第 4回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会

第 24 回日本統合医療学会学術集会
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学会名（申請順）

新役員氏名一覧
・理事長　安藤嗣彦 （学20期） 
・理　事　北浦 泰 （学15期） 飯田 稔 （学18期） 大藪 博 （学22期） 安井多喜雄 （学23期） 
　　　　　森本博子 （学24期） 福本敏子 （学24期） 大森英夫 （学25期） 水谷 均 （学26期）
　　　　　上野 豊 （学27期） 小野誠治 （学28期） 江口秀史 （学30期） 米田 豊 （学30期） 
　　　　　酒谷 薫 （学30期） 御前 治 （学33期） 星賀正明 （学34期）  岩崎善毅 （学35期） 
　　　　　森川浩志 （学36期） 瀧谷公隆 （学38期）  中野隆史 （学38期）  上田英一郎 （学40期） 
　　　　　大植 睦 （学40期）
・監　事　日下孝明 （学16期）  大西洋一郎 （学25期）  松本恒司 （学26期） 

大学評議員一覧
（学20期）安藤嗣彦
（学33期）

上野 豊

（期順）

（期順）

令和２年度収支決算書総括表

Ⅰ収　入　の　部 
基金収入 
入会金収入 
会費収入 
学生会費収入 
寄付金収入 
雑収入 
奨学金返還金 
繰入金収入 

当期収入合計（Ａ） 
前期繰越収支差額額 

収　入　合　計（Ｂ）

Ⅱ支出の部 
事業費 
管理費 
特定預金支出 
繰入金支出 

当期支出合計（Ｃ） 
当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 
 

24,435
1,860,000
21,460,000

10,000
5,642,698
5,619,000
2,000,000
 38,218,133
 40,755,073

 78,973,206

 21,738,467
 12,782,812
 1,000,547
 2,000,000
 37,521,826
 696,307

 41,451,380

0
1,860,000
21,460,000
1,602,000
10,000

5,642,571
0

2,000,000
 32,574,571
 21,655,144

 54,229,715

 17,538,467
 12,768,795
 1,000,547

 - 
 31,307,809
 1,266,762

 22,921,906

24,435
0
0
0
0

127
5,619,000

0
 5,643,562
 19,099,929

 24,743,491

 4,200,000
 14,017

 - 
 2,000,000
 6,214,017
 -570,455

 18,529,474

自令和２年４月１日～至令和３年３月３１日決算 （単位　円）
科　目 合　計 一般会計 基金特別会計
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大藪 博 （学22期） 大森英夫（学25期）
御前 治

（学27期）
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花細し春。
新入学生の皆さん、

ご入学おめでとうござい
ます。また、ご家族保
護者の皆様におかれま
してもお喜びのことと心
よりお祝い申し上げます。
　　　
本年４月１日、大阪医
科大学と大阪薬科大学
が統合され、「至誠仁術」を学是とする大阪医科薬科
大学が誕生しました。皆さんは、大阪医科薬科大学の
最初の入学生です。大阪医科大学と大阪薬科大学は
それぞれ一世紀前後におよぶ歴史と伝統のある大学で、
皆さんが入学する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統
の流れの上にあります。　　　　
医学部、薬学部、看護学部の歴史や伝統は、米
国流に置き換えれば School of Medicine, School of 
Pharmacy, School of Nursing  それぞれの先輩たち
に受け継がれており、良き伝統を皆さんに受け渡して
くれることでしょう。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、医は仁術の「仁」の表れともいいます。

言い換えると「徳」を持った人から現れる「思い遣り」
というほどの意味でしょうか。皆さんが縁あって入学され
る大阪医科薬科大学は「仁」と「恕」が体現された大
学です。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い意味
を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さんの母
校となる大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が見出
す、あるいは創り出すことによって生まれます。　　
宝石の原石は、その中に宝石が含まれている価値を
見出すことができなければ、また、磨き出さなければ、
路傍の石となります。皆さんは、これから大阪医科薬科
大学に価値を見出し、価値を創り出し、その価値を誇り
として一層勉学に励み、自分自身の価値を磨いてください。
今日ここで「これが大阪医科薬科大学の価値です。」

と紹介することはいたしません。自らの学生生活でその
価値を見出し創り出してください。見出そうとする姿勢、
創り出そうとする姿勢が、皆さんがこれから医学・薬学・
看護学を学ぶ姿勢そのものです。皆さんは初等中等教
育において、標準的なものの考え方やものごとを考える
上で必要な知識を得てきました。これから大学で学ぶの
は医学・薬学・看護学の標準的な考え方と知識だけで
はありません。患者さんはそれぞれに異なる考え方・体
質・環境・背景をもっています。その患者さんに標準
的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることができな
いことを体験し、ではどうすればよいのかを考える力を身
につけなければなりません。その力は、まさに皆さんが

祝・入 学
令和３年度

大阪医科薬科大学入学宣誓式
令和３年度の入学宣誓式は、令和３年４月３日（土）午後２時より高槻現代劇場大ホールにて、
医学部医学科１１２名、看護学部看護学科９３名、薬学部３０９名で行われ、佐野学長より式辞
が述べられました。
当日の挨拶とともに、新入学生に対する安藤嗣彦仁泉会理事長の祝辞を記させていただきます。

学長式辞
大阪医科薬科大学学長　佐野浩一

身に着けるべき教養でもある訳です。学課内あるいは課
外でできる限り広い教養を身に着けてください。
また、教科書やガイドラインに記されたことを遵守する

と同時に、本当にそれでよいのかと常に疑問を抱き、自
ら研究する力も求められます。ここでは医療を例に挙げ
ましたが、これは皆さんが社会人となった場合にも、社
会生活の中で必要となってくるものです。
皆さんが探し求め、研究し、辿る道は、皆さんが、

高度な専門家として選ぶ道です。それは、医学部では
様 な々診療科の専門医であり、薬学部では病院薬剤師
や薬局薬剤師などであり、看護学部では病院看護師や
訪問看護師や保健師や助産師であり、また、それら以
外にも教育者や研究者や行政官などがあります。皆さん
はそれらのうちのいずれかに大きな価値を見出し、自ら
それを学び、磨いていくのか、という事を大学の学びの
中で達成して頂きたいと願います。
大切なことは、「何を与えてもらうか」ではなく、皆さ

んが「何を探し出すか」「何を創り出すか」ということです。
私たちは、皆さんがそれぞれに修める学問において、
標準的な考え方や知識を紹介するだけでなく、何かを
求めようとする皆さんのお手伝いをする場を提供したいと
思います。大学では、何かを与えてもらおうと待っていても、
何も得ることはできません。是非ご自分で積極的に求め
て頂きたいと思います。
私たちが直面するCOVID-19は私たちが「何を探し出

し」「何を創り出すか」を問うているようにも感じます。私た
ちの採る対応のどれが正しいのか、現時点では分かりま
せん。紀元前1000年頃にインドで天然痘ウィルス感染症
に対するワクチン法が開発されています。人痘種痘法と
いう方法で、それが二千八百年を掛けて、1798年にジェ
ンナーによって人類初めての感染症撲滅に繋がるワクチ
ンが開発されました。牛痘種痘法という方法です。その牛

痘種痘法に代表されるワクチン接種法を用いて私たちは
COVID-19に立ち向かおうとしています。このワクチンは
未曽有のスピードで開発され、かつて3,000年近くの時間
をかけて開発したものを、たった1年で開発・応用し、その
効果の一端は明らかになっていますが、未だ不明なこと
の方が多いのが現状です。人類は皆さんとともに
「COVID-19の正体を探り出し、対応法を創り出そう」とし
ています。
皆さんはそういった事を念頭において、その中で絶対

に忘れないで欲しいと願うことがあります。それは冒頭で
申し上げた「恕」です。今、通常の医療を含めた医療
提供体制を守ることを目的として、すべての人々に様々
な制約が課せられています。その制約によって精神的、
経済的に窮地に追い込まれる人々がいることに目を向け
てください。皆さんには、広く社会を見渡し、それらの人々
への恕をもって自らを律していただければと願います。
皆さんが、価値を見出すために、価値を創り出すた

めに、何かを求めて迷ったとき、私たち教員や職員に遠
慮なく相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。
また、学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば
遠慮なく相談してください。私たちは皆さんとともに考えま
す。私の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとと
もに考え、相談を受けることができる優秀な教員や職員
が揃っているということです。皆さんの相談を受けて、
皆さんと一緒に考えることによって私たち教職員も成長を
致します。大学は、教員や職員が一方的に学生に学問
を教授するところではなく、学生とともに教員や職員が学
ぶところでもあります。本日皆さんの入学宣誓に応え、
皆さんに入学の祝意を述べると共に、大阪医科薬科大
学における学びについてお伝えして、学長の式辞といた
します。
ご入学おめでとうございます。



　大阪医科薬科大学の
医学部第１期生の新入
生諸君御入学誠におめ
でとうございます。御両
親をはじめ御家族の皆
様には感慨ひとしおのこ
とと存じ、心からお慶び
申し上げます。
　私は大阪医科薬科大
学の医学部同窓会組織、
一般社団法人仁泉会の理事長の安藤と申します。この
よき日に同窓会を代表として一言お祝い申し上げます。
　諸君達は大阪医科薬科大学の映えある１期生ですが
大阪医科大学医学部の入学生としては７６期生となりま
す。
　本学の前身は昭和５年に創設された５年制の大阪高
等医学専門学校で、西日本では最も歴史のある医学校
です。当時のアジア、南米への移民開拓団の人達の医
療を目的として設立されました。
　諸君達は長く苦しい受験地獄よりやっと解放され、ほっ
とされている事と思います。しかしながらこれからが医学
の道を極める第１歩を踏み出す時でもある事を肝に命じ
て下さい。
　その為には、今から授業を受け、本を読む習慣を身
につけて下さい。今の医学は日進月歩で常に新しい知
識を習得して下さい。又、同時に悩んでおられる患者さ
んの心の内を理解する心情豊かな精神の育成も必要で
す。まずはクラブ活動で同級生、先輩、後輩との友情
を築いて下さい。本学には種々の体育会系文科系のク
ラブがありますので是非入部して下さい。
　もう一つ、諸君達は建学の精神を学んで下さい。
　クラブ活動では、事ある毎に医学部学歌を謡う風習
があります。学歌を謡えば、自ずと本大学の目指す理念
が理解できます。６年后卒業した時には、必ず母校愛
が芽生えていると思います。
　悔いのない学生生活を送り、人に尊敬される立派な
医師となられる事を望み、私のお祝いの言葉とさせてい
ただきます。

祝辞
一般社団法人大阪医科大学
仁泉会理事長　安藤嗣彦
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　仁泉会の先生方におかれましては平素より多
大な支援、ご指導を賜り、心より御礼申し上げま
す。２０２１年４月、医療系総合大学として医学
部､薬学部､看護学部を持つ大阪医科薬科大学
が新たな歴史を刻み始めた中で、初代医学部長
に選出されたことは大変光栄であり、身の引き締
まる思いです。今後とも、本学の学是である「至
誠仁術」に従い、建学の精神にある「社会に貢
献できる創造性と人間性豊かな国際的視野を
持った医療人の育成」を目指す所存です。
　人材育成にあたっては、診療は生命にかかわ
る神聖な行為であるため、患者さんに対して常に
真摯な態度で望むことを教育の基本とします。つ
まり、⑴ 患者さん目線に立った医の倫理について
の理解、⑵ 相手の立場を配慮した双方向のコ
ミュニケーション、⑶ チーム医療の中でリーダー
シップを発揮できる、⑷ 医師は生涯学習であると
いう自覚を持つことの４項目を学生の一人ひとりが
実現できるよう指導したいと思っています。
　昨今の医療の高度化や複雑化、さらにコロ
ナ禍対策も相まって、医療従事者の業務が増
大しています。この様な状況下でもより質の高
い医療を実践するために、臨床ではI PE 
（Inter-professional education:多職連携教育）
を施行して、医師、看護師、薬剤師などで構成さ
れるチ一厶医療が促進されています｡その結果、
合理的な診療により患者さんへの利益に寄与し
ています。学生教育にも医学部､薬学部､看護学
都の3学部が連携して行うIPEが､１年次からカリ
キュラムに組み込まれており、将来の医師像に反
映させたいと思います。
　先進医療を実践する大学病院には１８の専門

医学部長就任のあいさつ
医療系総合大学の強みを活かし、次世代の医療を担う医師を育てる

医学部学部長　内山和久（学３２期）

職種があります。学生にはそれぞれの職種の役
割を理解してチーム医療の重要性を学び、それ
を牽引するためのコミュニケーションやリーダーシッ
プ能力を培うことを期待しています。病院実習に
は､薬学部生や看護学部生、さらに他の専門職
種が関わり、互いの学問的交流も可能となるでしょ
う。臨床とー体となった学業の中で、患者さん目
線に立った医療の尊さ、医師というプロフェッショ
ナリズム、自ら疾患に興味を持ち、深く追究する
姿勢を学んでほしいと考えています。その過程で、
先生方の医療施設を学びの場としてご提供いた
だく機会があるかもしれませんが、その際は何卒
よろしくお願い致します。
　最後に、本学の先輩であられる仁泉会の先生
方には、日頃のご指導を深く感謝申し上げるととも
に、今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げま
す。今後の仁泉会の益々のご発展を祈念致して
おります。

役員交代・就任

〔奈良県評議員〕

前評議員 枡岡 進先生（学 8 期）

新評議員 橋本恵介先生（学 42 期）
↓

〔愛知県評議員〕

前評議員 石垣 宏先生（学 16 期）

新評議員 山本明和先生（学 21 期）
↓



祝・近畿大学医学部内科学教室消化器
内科部門教授ご就任！
西田直生志先生（学��期）

ご挨拶
文責／西田直生志　(近畿大学医学部内科学教室
　　　消化器内科部門教授 学34期)

　大阪医科大学仁泉会の皆様におかれましては、益 ご々
健勝のこととお慶び申し上げます。この度、近畿大学医学
部内科学教室・消化器内科部門教授を拝命致しました
学３４期の西田でございます。就任にあたり、ご挨拶申し
上げます。

　私は卒業後に京都大学大学院医学研究科を修了し、
京都大学医学部第二内科、ベイラー大学メディカルセン
ター、京都大学医学部消化器を経て２０１１年より近畿大
学医学部・消化器内科の工藤正俊 主任教授の元で准
教授として、肝疾患、特に肝癌の臨床・研究に携わって
参りました。私が医師としてのスタートを切った頃は、肝臓
領域ではＨＣＶのクローニングが話題となりました。当時、
私は肝癌の癌抑制遺伝子の同定に取り組み、遺伝子多
型を用いて連鎖不均衡や染色体マッピングから感受性
遺伝子の存在部位を絞り込み、診療した肝癌患者さんの
細胞で癌抑制遺伝子の機能喪失変異を見出しては興奮
したこと覚えています。このように、ゲノム研究から開始し、
さらに在米時代からはエピゲノムを対象に加え、癌の遺伝
情報が病態や治療に与える影響を検討して参りました。
当初は、肝癌に有効な薬物療法がない時代でしたが、ソ
ラフェニブの登場以降、現在までに多くの薬物が肝癌治
療に承認されるに至っています。すなわち、進行肝癌でも
治癒可能な時代になりましたが、分子標的薬のみならず
免疫チエックポイント阻害剤も、その効果が腫瘍細胞のゲ
ノムやエピゲノム状態に大きく依存することが明らかにな
るにつれ、研究のバックグラウンドが臨床を理解する上で、
極めて重要であることが実感できたことは、大変幸せなこ
とと感じております。

　このように肝癌診療では、病態に応じた治療方針を選
択することが可能となりました。しかし、近未来の医療現場
では、より洗練されたオーダーメイド医療が必要とされるよ
うに思います。少子高齢化社会においてマンパワー不足
を補いながら、完成されたオーダーメイド医療を実現させ
るためには、人工知能（ＡＩ）のサポートが欠かせないと感
じております。この点に関して、３年前よりＡＭＥＤの支援を
受け、実務者として超音波B-modeの腫瘍診断をリアル
タイムで支援するAI（AI 超音波）開発に取り組んできま

西田直生志先生ご経歴 
1985年 大阪医科大学　卒
1993年 京都大学大学院医学研究科（内科系）修了、
 博士（医学）（京都大学）
1996年 生産開発科学研究所　研究員
1997年 京都大学医学部第二内科（臨床病態医科学）
 文部技官／文部教官助手
2004年 ベイラー大学メディカルセンター（テキサス州）
 消化器内科　フェロー
2006年 京都大学医学部消化器内科助手／講師
2011年 近畿大学医学部消化器内科准教授
2021年 近畿大学医学部消化器内科教授

Reserachmap URL:
https://researchmap.jp/naoshinishida

した。加えて、医用画像に診療情報を加味した学習モデ
ルから肝癌薬物療法のアウトカムを予測するＡＩの開発も
進めております。医療ＡＩの開発は、疾患スクリーニングか
らマネージメントまでを、症例の特殊性を加味しながら行う
上で欠かせない部分と考えており、AI 超音波に関しては、
数年以内に薬機承認を得ることを目指しています。目標達
成には、多くのハードルがありますが、今年度からＡＩの臨
床試験のための新たなAMED研究費も獲得でき、登る
べき山の高さと登頂ルートが明らかになったことは大きな
成果でした。

　上記のように、今までに多くの方々の温かいご支援に
より活動することができました。これからの医師としての期
間は、若い人と共に、肝疾患・肝癌の診療において分
子生物学、腫瘍免疫学にデータサイエンスを加味し、
時代にフィットしたデータ駆動型のオーダーメイド医療を実
現したいと思っております。同窓会の皆様には、改めて
お礼申し上げますとともに、益々の叱咤激励を賜れますよ
う、切にお願い申し上げます。

20 21

第 52巻 第 4号大阪医科大学仁泉会ニュース 第 52巻 第 4号大阪医科大学仁泉会ニュース令和 3年 8月 1日発行 令和 3年 8月 1日発行

旭日双光章
学部１９期　末澤慶昭先生　保健衛生功労

学部２５期　大森英夫先生　保健衛生功労

2021 年 4 月 29 日（木・祝）付け神戸新聞に
大森英夫先生（学 25 期）の記事が掲載されました。
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【論文題名】
Ａ Ｌｙｎｃｈ ｓｙｎｄｒｏｍｅ－ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｍｕｔａｔｉｏｎ ａｔ ａ 
Ｂｅｒｇｅｒａｔ ＡＴＰ－ｂｉｎｄｉｎｇ ｆｏｌｄ ｄｅｓｔａｂｉｌｉｚｅｓ ｔｈｅ 
ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ ｏｆ ｔｈｅ ＤＮＡ ｍｉｓｍａｔｃｈ ｒｅｐａｉｒ
ｅｎｄｏｎｕｃｌｅａｓｅ ＭｕｔＬ
（ＢｅｒｇｅｒａｔのＡＴＰ結合部位におけるリンチ症候群
関連の変異はＤＮＡミスマッチ修復のエンドヌクレ
アーゼであるＭｕｔＬの構造を不安定化する）

≪背景・目的≫
　ＤＮＡ複製の誤りは遺伝情報を変化させ、細胞
の老化やがん化の原因となる。ＤＮＡ修復機構の一
つミスマッチ修復系（ｍｉｓｍａｔｃｈ ｒｅｐａｉｒ：ＭＭＲ）
はＤＮＡ複製の誤りを修復する系であり、バクテリア
から哺乳類までほぼ全ての生物で保存されている。
ＭＭＲを担う酵素群のうちＭｕｔＬはエンドヌクレアー
ゼ活性を有しており、複製の誤りを含むＤＮＡ鎖に
切れ目を入れる。ＭｕｔＬによる切断部位を足掛かり
にして新たなＤＮＡ鎖が合成されることで複製の誤
りが修復される。バクテリアＭｕｔＬはホモ二量体で
あるが、ヒトＭｕｔＬは主にＭＬＨ１とＰＭＳ２の二種類
のサブユニットから成るヘテロ二量体である。ＭＬＨ
１およびＰＭＳ２遺伝子の変異は、遺伝性のがんで
あるリンチ症候群の原因となることが知られている。
ＭｕｔＬのＮ末端ドメイン（ＮＴＤ）にはＡＴＰａｓｅモチー
フが存在しており、ＢｅｒｇｅｒａｔのＡＴＰ結合部位と呼
ばれる。一方、Ｃ末端ドメインにはエンドヌクレアー
ゼ活性部位が存在する。Ｂｅｒｇｅｒａｔ ＡＴＰ結合部位
におけるＡＴＰの結合と加水分解は、ＭｕｔＬのエンド
ヌクレアーゼ活性を調節しており、ＭＭＲに必須であ
る。
　近年、リンチ症候群が疑われる症例において
ＭｕｔＬ遺伝子上の変異が多数報告されるようになっ
た。それらの変異の病原性を判断するためには
ＭｕｔＬタンパク質の生化学的解析が必須である。

論文紹介

大阪医科大学第９７回医学会総会２０２１年度春季学術講演会に於いて、研究奨励賞を受賞された一般・消化器
外科学教室　出原啓介先生（学 60）の表彰が行われました。
先生の受賞論文をご紹介させていただきます。

本研究では、超好熱性真正細菌であるＡｑｕｉｆｅｘ- 
ａｅｏｌｉｃｕｓ 由来ＭｕｔＬ（ａｑＭｕｔＬ）およびヒト由来
ＰＭＳ２を使用し、ＢｅｒｇｅｒａｔのＡＴＰ結合部位や他
の領域に存在するリンチ症候群関連変異がＭｕｔＬ
の機能と立体構造に及ぼす影響を評価することを
目的とした。

≪対象・方法≫
　まず、高い安定性を有し生化学的解析に適した
ａｑＭｕｔＬをモデル分子として用いて結晶構造解析
と酵素学的解析により各種変異の影響を評価した
のち、特に大きな影響が見られた変異について、
ヒト由来ＰＭＳ２における影響を調べることとした。
大腸菌を宿主として用いたタンパク質発現系により
ＭｕｔＬ ＮＴＤを大量に発現・精製し、ＡＴＰアナログ
との複合体の結晶構造解析を行った。また、リン
チ症候群関連の変異を導入した変異型ａｑＭｕｔＬ 
ＮＴＤも同様に調製した。野生型（ＷＴ）と各変
異型タンパク質の二次構造や安定性を円二色性分
光法により解析した。また、ＡＴＰａｓｅ活性およびＤＮ
Ａ結合能を評価した。さらに、ヒトＭＰＳ２ ＮＴＤに
おいても、リンチ症候群関連変異を導入した変異
型タンパク質を調製し、ＡＴＰａｓｅ活性を解析した。

≪結果・考察≫
　過去の報告で、ヒトＭＬＨ１ ＮＴＤはＡＴＰ結合に
より局所的な構造変化を起こすが、ＰＭＳ２ ＮＴＤで

はそのような変化が起こらないことが分かっていた。
今回、ＡＴＰアナログ結合型ａｑＭｕｔＬ ＮＴＤの結晶構
造を決定したところ、ＡＴＰ結合による局所的な構造
変化が生じないことが確認された。これはヒトＰＭ
Ｓ２の結果と同様であり、ヒトＰＭＳ２とバクテリアＭｕｔ
Ｌとの構造および機能的類似性を示すものである。
そこで、超好熱性バクテリア由来であるａｑＭｕｔＬを、
ヒトＰＭＳ２のモデル分子として用い、リンチ症候群
関連変異であるＳ３４Ｉ、Ｒ９５Ｗ、Ｅ９７Ｋ、Ｒ１６８Ｔ、Ｋ２
５２Ｎの評価を行った。これらのうちＳ３４Ｉ、Ｒ９５Ｗ、Ｅ
９７ＫはＢｅｒｇｅｒａｔのＡＴＰ結合部位に存在し、残りは
その他の領域に位置する変異である。
　円二色性スペクトルによる二次構造の解析では
Ｓ３４Ｉにおいてαヘリックス含量が大きく減少している
結果が得られた。その他の変異型タンパク質のス
ペクトルはＷＴと同じであった。熱に対する安定性
を評価したところ、Ｓ３４ＩとＲ９５Ｗにおいて安定性の
低下が見られた。また、変性剤である尿素に対す
る安定性も評価したが、同様に、Ｓ３４ＩとＲ９５Ｗの
安定性が低いという結果が得られた。また、タン
パク質分解酵素を用いた限定分解では、Ｓ３４ＩはＷ
Ｔやその他の変異型タンパク質よりも分解されやす
かった。これらの結果から、Ｓ３４ＩとＲ９５Ｗ変異は
ＭｕｔＬの不安定化を引き起こすことが示された。ヒ
トＰＭＳ２ ＮＴＤにおいて、ａｑＭｕｔＬのＳ３４Ｉに相当す
るＳ４６Ｉ変異を導入し、変異型タンパク質の調製を
試みたが、ＷＴは精製可能であったのに対しＳ４６Ｉ
は宿主細胞で消化され精製できなかった。ヒトＰＭ
Ｓ２においても、このＢｅｒｇｅｒａｔのＡＴＰ結合部位に
おける変異を導入するとタンパク質構造自体が不
安定化することが確認された。
　ＡＴＰａｓｅ活性を測定したところ、Ｒ９５ＷとＥ９７Ｋ
はＷＴと同等のＡＴＰａｓｅ活性を示した。Ｓ３４Ｉは活
性を認めたもののＷＴよりも低いという結果となっ
た。Ｒ１６８ＴとＫ２５２Ｎに関してはＷＴよりも活性が
有意に上昇していたが、Ａｒｇ１６８とＬｙｓ２５２はＤＮ
Ａ結合に関与していると考えられている残基であり、
ＡＴＰａｓｅ活性とＤＮＡ結合能に関連がある可能性
が示唆された。
　Ｓ３４Ｉ、Ｒ９５Ｗ、Ｅ９７ＫのＤＮＡ結合能はＷＴと同
等であったが、Ｒ１６８ＴとＫ２５２ＮではＤＮＡ結合能
の低下が見られた。これらの残基の正電荷がＤＮ
Ａ結合に関わると考えられた。

≪結　論≫

　ヒトＰＭＳ２ ＮＴＤは不安定であり詳細な生化学的
解析を行うことは難しいが、安定なａｑＭｕｔＬ ＮＴＤ
をモデル分子として使用することでリンチ症候群関
連変異の影響を多様な観点から評価することがで
きた。
　Ａｒｇ１６８とＬｙｓ２５２はＤＮＡ結合部位に存在し、
それらの残基でみられるリンチ症候群関連変異Ｒ
１６８ＴおよびＫ２５２ＮはＤＮＡ結合能を低下させるこ
とが実験的に確かめられた。これらの変異はＭｕｔＬ
のＤＮＡ結合能を低下させることでリンチ症候群の
発症につながると考えられた。
　Ｓ３４Ｉ変異はＢｅｒｇｅｒａｔのＡＴＰ結合部位に存在
するためＡＴＰａｓｅ活性を失わせると予想して実験
を行ったが、実際にはＡＴＰａｓｅ活性に対する影響
は弱く、代わりにタンパク質構造を極端に不安定す
るという結果が得られた。これはヒトのＰＭＳ２にお
けるＳ４６Ｉ変異が発現の欠失につながるという臨床
の報告と一致している。ＢｅｒｇｅｒａｔのＡＴＰ結合部位
の完全性がＭｕｔＬの安定性に重要であるという結
果は、ＡＴＰａｓｅ活性に直接関与しないアミノ酸残基
の変異であってもリンチ症候群の原因となる可能性
を示しており、今後のＭｕｔＬ遺伝子診断において
重要な知見と言える。
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緊急事態宣言の夜に
ボクたちの新型コロナ戦記2020

著者／さだまさし

　日本を代表するシンガーソングライターであるさ
だまさしは２０１５年に財団法人「風に立つライオ
ン基金」を設立し、被災地や途上国への支援
活動を行ってきました。その中で２０１９年末に新
型コロナウイルスの世界的流行が始まり、さだは
基金への寄付金の源泉であるコンサートの開催
が不可能になるという危機に直面します。
　この本では筆者であるさだが２０２０年を振り返
り、「風に立つライオン基金」が医療現場に対し
て行った物資輸送や医療スタッフ派遣といった支
援活動とその効果を総括すると共に、コロナ禍
における音楽界の危機に際してどのように２０２０
年９月からコンサートを再開したのかを叙述的に書
き記しています。
　公益財団法人の責任者として医療現場を支
援するのみならず、「ゼロリスクはあり得ないが、
可能な限り安全に行うことは出来る」という覚悟
のもとに入場者制限や全力の感染予防策を講じ
てコンサートを再開したさだまさしの姿は疫病や天
災という局面における芸術家の使命を体現してお
り、この本はコロナ禍の次に人類を襲う新たな災
厄の時まで人々の記憶に残るべき名著です。

医学部 5回生　文芸部　黒川四郎
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　この度、日本アンドロロジー学会第四十回学術
大会の会長を拝命し、２０２１年６月１２日、１３日の
２日間にわたり「生きる源、男性力」を学会テーマ
に開催いたしました。新型コロナウイルスの勢いが
収束の兆しを見せない中、オンサイト／Ｗｅｂのハイ
ブリッド形式にて開催予定としておりましたが、緊急
事態宣言が発令される事態となったため、苦渋の
決断ではありましたが完全Ｗｅｂ配信としての開催と
なりました。完全ｗｅｂ開催の学会はまさに手探り状
態ではありましたが、実際に開催致しますと、若手
の先生方を含め多くの先生方が自由に討論に参加
して忌憚ない意見交換を交わされ、本当に素晴ら
しい学術集会となったと思います。
　特別講演では、この分野で世界的なエキスパー
トである順天堂大学医学部附属浦安病院の辻村
晃先生に、テストステロンの性機能、生殖機能に
おける役割の総括的レビューをはじめ、最新知見
で得られてきた排尿機能とテストステロンの驚くべき
相関、さらに近年大きな問題となっている男性更年
期症候群（Ｌａｔｅ－Ｏｎｓｅｔ　Ｈｙｐｏｇｏｎａｄｉｓｍ：ＬＯＨ
症候群）における研究の最前線を余すところなく９０
分以上にわたって御講演をいただきました。
　教育講演では、「精子の代謝機構と運動パター
ンとの関係」をテーマに泌尿器科領域講習単位１
単位、そして「妻への診療の観点からの不妊治療」
をテーマに産婦人科領域講習単位１単位の講演
講習を賜り、学会に所属する若手研究者の先生
方からの多くの質問を受け大変有意義な講演とな
りました。
　そしてシンポジウムでは、「男性力」をテーマに、
がんサバイバーや老年医学における男性力、男性
不妊の臨床的視点からのアプローチ研究、さらに

日本アンドロロジー学会
第４０回学術大会

文責／会長
　　　大阪医科薬科大学　医学部
　　　泌尿器生殖・発達医学講座
　　　泌尿器科学教室　教授　東 治人（学37期）

ニューロテンシンやセロトニンなど、テストステロン以
外にも男性力を決定づける因子群の分子生物学
的機能について御講演をいただきました。討論で
はこの分野のエキスパートの先生方による活発な意
見交換に加えて異分野を専門としている先生方か
らあっと驚くような意見が飛び出すなど、まさに本
学会員の先生方のあつい想いを凝縮した極めて充
実した内容のセッションとなりました。
　以上、本学会が盛会に開催されましたことをここ
に御報告させていただきます。これもひとえに仁泉
会会員の皆様からの温かいご支援の賜物と心から
感謝申し上げます。末筆になりますが、今後の仁
泉会のますますのご発展を心よりお祈り申し上げ、
御挨拶に代えさせていただきます。

TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net



〇医は仁術
　仁とは人間に対する慈しみ、思いやりで、孔
子が提唱した最大の道徳観念である。
　もともと仁の字は二人の人と書く。医学は人
間に対する学問である。従って、人間に対して
限りのない慈しみや思いやりをもって治療し、
報酬は二の次であるという概念である。
〇医は意なり
　意とは心、心の動き、考え、気持ちのことで
ある。医療は薬よりも精神的な作用が主な役目
をする場合がある。病は気からで、名医にかか
ると、それだけで半分位は治ったような気がす
ることが多い。
〇医者と味噌は古い程よい
　味噌は古くなって塩気がよく浸み込んだのが
良いように、医者も多くの経験を積んでいるこ
とが大切である。
〇医者の薬も匙加減
　良薬でも分量や混合の割合が適正でなければ
効き目は発揮しない。何事も加減が大切である。
〇医者の自脈に効き目なし
　医者は自分が病気になると、その診断や治療
に迷うものである。これは、その診断に主観が
入るためで、実際より良く診たり、悪く診たり
して、薬も多すぎたり少なすぎたりと、客観的
な、正しい判断が出来にくいからである。
〇医者の不養生
　医者は人には養生を教えながら自分の体を粗
末にすることが多い。つまり、口では立派なこ
とを云っても、実行が伴わないことを云う。専
門家は得てして自分のことになると返って逆の
ことをしてしまうことが多い。
〇医を信ぜざればその病、癒えず
　医者がいくら名医でも、患者が医者のいいつ

「医に関する諺」

文責／西村 保（学 4期）

j i n s e n - p a r k

けを守らなければ治療の効果は上がらない。病
人は医者を信頼し、その指示を忠実に守ること
が大切である。
〇医者が取るか坊主が取るか
　生死の境をさ迷っている重病人のことを云
う。
〇医者智者福者
　世の中で宝となるものは医者と賢者と金持ち
であるから、この三者を友とすれば有益である。
〇薬は人を殺さず、医者は人を殺す
　薬そのものは人を殺さないが、これを扱う医
者の処方によっては殺す場合がある。
〇薬より養生
　薬によって健康を保つよりも平素の養生が大
切である。
〇薬も過ぎれば毒となる
　薬にかぎらず、どんなよいものでも、度を過
ぎれば毒になる。何でもほどほどが良い。
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著者：牧野文雄（学 2期）

著者：牧野文雄（学 2期）

著者：牧野文雄（学 2期）

会 員 著 書

牧野文雄先生からご献本いただきましたので、
ご紹介させていただきます。



医局で一休み　上巻
著者：板野 聡（学 28 期）
価格：電子書籍版￥1,000（税込）
　　　POD版 ¥2,046（税込）
出版社：22 世紀アート

　このたび、「臨床外科」（医学書院）に掲載し
て頂いておりましたエッセイ「コーヒーブレイク」
と「１２００字通信」をまとめて出版することに
いたしました。
　「あとがき」にも記しましたが、１５年という長
期間、よく続いたものだと我ながら感心している
次第ですが、２０２０年１２月号で掲載を終了する
ことになり、このまま散逸させるのは忍びなく、
書籍化して残すことにしました。自分の生きた証く
らいにはなるのではないかと考えています。
　医学書院様にも相談しましたが、こうした内
容の出版は扱っておられないとのことで、拙著
「貴方の最期、看取ります」でお世話になった
２２世紀アート様にお願いすることになりまし
た。ベースは電子書籍ですが、紙媒体を希望さ
れる場合には POD 書籍という形式でご提供で
きるシステムですが、なにぶん量が多く、上下
の 2巻になりました。
　ご笑覧いただけると幸いです。

板野 聡（学２８期）

会 員 著 書

医局で一休み　下巻
著者：板野 聡（学 28 期）
価格：電子書籍版￥1,000（税込）
　　　POD版 ¥2,046（税込）
出版社：22 世紀アート
〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町 3-23-1-5F
TEL 03-5941-9774　E-mail：info@22art.net
ホームページ https://www.22art.net
書籍の買い方、読み方はホームページをご覧ください。
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2021年 6月11日（金）付けの
朝日新聞に茂松茂人先生（学 27 期）の記事が
掲載されました。

新 聞 切 抜

2021年 3月10日（火）付けの
讀賣新聞夕刊に森脇真一先生（学 35 期）の記事が
掲載されました。

新 聞 切 抜



大阪医科大学女性医師の会の皆さまへ
　木々の葉も緑の濃さを増し、好季節の今日この頃ですが、皆さまには日々コロナ対応でお忙しくお過
ごしのことと存じ上げます。なかなかリアルにお目にかかれませんが、今回はうれしいニュースをお届
けいたします。
　先生方もご承知のように、まだ日本では女性の社会進出は低くジェンダー指数は世界156国中、120位
とG7の中では最下位という状況にあります。そのような中、ガラスの天井を打ち破り喜田照代先生が
教授にご就任なさいました。大阪医大の女性医師皆にとり誇らしい出来事であり、後に続く若い女性医
師に対しては「頑張れば夢は叶う」と大きな希望を与えています。喜田照代先生から女性医師の会にご
寄稿をいただきましたので、ご紹介させていただきます。

　女性医師の会の先生方にはいつもお世話になりましてありがとうございます。2021年4月1日付をもち
まして、大阪医科薬科大学医学部感覚器機能形態医学講座眼科学教室教授を拝命致しました。甚だ微力
ではございますが、母校の発展と教室の充実のために専心努力する所存です。どうぞ今後ともよろしく
お願い致します。
　私は1996年大阪医科大学を卒業し、東郁郎先生主宰の本学眼科へ入局しました。私の学生時代や研修
医として働いていた頃に比べますと、本学におきましても女性の学生や医師もかなり増加しており、歴
史を重んじることはもちろん重要ですが、皆で時代の流れに順応していくことも大切かと思います。近
年、働き方改革に従い、大学でも時短勤務など柔軟な働き方を選択できるよう改善されつつあります
が、現実は、医療現場で働く故のいくつもの壁があります。本学でも男女共同参画やダイバーシティも
視野に入れ、将来的にはセンターの名称も変わるかもしれませんが、2018年女性医師支援センターが設
置されました。私自身は、今から15年以上前のことですが、留学先のボスにARVOという国際学会の
Diversity Issues Committee委員をするように言われ、アメリカの事情が日本とあまりにも違い、よく
わからないまま担当しておりましたが、いま、女性医師支援センターの毎月の会議で女性医師からの声
やアンケート結果等を拝見し、考えさせられるものがあります。今となっては若気の至りだったのかも
しれませんが、あのとき何事においても諦めずチャレンジして良かったと留学先のボスにも感謝してい
ます。
　新型コロナウイルス感染拡大により前途多難の船出となりましたが、気持ちを新たに、より良いチー
ムワーク・国際化を目指して、自ずと人が集まる、プロアクティブな開かれた教室にしたいと思いま
す。女性医師の先生方のパワーを信じております。今後とも何卒ご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げます。

代表世話人：福本敏子（学24）
連絡先：仁泉会事務局
TEL：072-682-6166  E-mai：jimu@jinsenkai.net

ご挨拶
学 45期　喜田照代
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「ドクタープラザ５月号VOL.154」に西松能子先生（学 28 期）の記事が掲載されました。

冊 子 切 抜
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ザ・ぽん太（学��期）
まんが第50回スペシャル・空前の4ページ

怖いもの 二るい

空に星があるように 結婚しようよ

古い歌５

木綿のハンカチーフ
荒木一郎

時の流れに身をまかせ
テレサ・テン

ジョニイへの伝言
ペドロ＆カプリシャス

若者たち
ブロード・サイド・フォー

吉田拓郎 太田裕美
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福　　男 風林火山 ミルクボーイ・血圧
（全コマ左から読んで下さい）
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お 詫 び と 訂 正
令和３年５月１日発行第５２巻３号仁泉会ニュースに誤りがございました。

誌面をお借りしてお詫び申し上げますとともに訂正させていただきます。

　会員訃報（４１頁）右段２７行目

誤　　学部６期　水野理晶先生　→　正　学部６期　水原理晶先生

高医１９期　横山重孝先生
令和３年４月２日慢性呼吸器不全の急性悪化の
為ご逝去（９２歳）。昭和２５年卒。
卒業後、吹田市相川診療所、箕面病院内科等
に勤務されました。昭和３４年６月より大阪府池田
市にて奥様と共に内科小児科医院をご開業にな
り、平成１５年６月までのながきに亘り地域医療に
貢献されました。兵庫県加古川市に転居された
後は、クルーズ船での世界旅行、麻雀、社交ダ
ンス等を楽しみ、悠 自々適の生活を送られました。
ご遺族　長女　兜坂　泉様（学３２）

学部３期　音田　篤先生
令和３年３月１１日肺がんの為ご逝去（９３歳）。
昭和２９年卒。
大阪府泉南郡熊取町にて内科・精神科をご開
業になり、地域医療に尽力されました。昨年まで
町の委員もお務めになられるなど、生涯現役で
過ごされました。
ご遺族　娘　室谷牧子様

学部５期　加藤修一先生
令和３年１月２１日直腸がんの為ご逝去（８９歳）。
昭和３１年卒。
加茂病院でのご勤務を経て、昭和４９年に豊田
市にて加藤内科医院をご開業になり、令和２年ま
での４６年間地域医療の為に尽くされました。（現
在はご長男が医院を継承。）また、平成６年４月
より豊田加茂医師会会長、平成１０年４月より豊
田加茂医師会監事、平成１４年４月より日本医師

会代議員を歴任され、平成２０年４月には豊田加
茂医師会名誉会員になられました。平成２２年１
１月に旭日双光章を、令和３年２月には従六位を
受章されておられます。
ご遺族　長男　千博様

学部１３期　安形　篤先生
令和３年３月１４日誤嚥性肺炎の為ご逝去
（８５歳）。昭和３９年卒。
昭和４４年に大学院を卒業後、母校胸部外科に
入局され、昭和４６年に学位（医学博士）を授
与されました。同年、東大阪市東長原病院外科
に医長としてお勤めになられた後、昭和４９年７月
に愛知県豊川市一宮町にて安形医院を開設、
平成６年４月には特別養護老人ホーム穂の国荘
を開設され、平成２２年７月にご長男に継承され
るまで、長年地域医療に貢献されました。また平
成２５年４月には藍綬褒章を受章されておられま
す。
ご遺族　妻　節子様

学部１６期　佐々木　学先生
令和３年１月１９日転移性肺がんの為ご逝去
（７９歳）。昭和４２年卒。
枚方市民病院・胸部外科でのご勤務の後、平
成７年に高槻市にて「ささき医院」を開院され、
地域医療に尽力されました。
ご遺族　妻　正美様

学部１８期　村尾道蔵先生
令和３年４月３日膀胱がんの為ご逝去（８０歳）。
昭和４４年卒。
昭和３９年に大阪薬科大学を卒業されました。昭
和４４年に卒業後、奈良県生駒総合病院でのご
勤務を経て、昭和５５年に豊中市にて村尾診療
所（外科・胃腸科）をご開院になりました。平
成２年には医学博士を取得され、地域医療の為
につくされました。
ご遺族　妻　晃子様

学部１９期　川端智津子先生
令和３年４月８日乳がんの為ご逝去（７６歳）。
昭和４５年卒。
高槻市にて内科・小児科をご開業になり、地域
医療に貢献されました。
ご遺族　夫　治夫様

学部２７期　河村　宏先生
令和３年３月２７日虫垂がんの為ご逝去
（６９歳）。昭和５３年卒。
卒業後、母校第一内科に入局されました。
京田辺市にて河村内科医院をご開業になり地
域医療に携わっておられました。
ご遺族　長男　佑太朗様（学６３）
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都島工業高校

都島小学校

大阪メトロ都島駅

テナント募集

お問い合わせ先 〒572-0042  大阪府寝屋川市東大利町 14-30
TEL.072-826-2302 FAX.072-829-1470

大黒建設株式会社

◆賃　料…１７０,０００円

◆保証金…１００万円（５０万円引き）

◆所在地…大阪市都島区都島北通１丁目３番１８-２０６号

地下鉄都島駅
徒歩３分

◎内科系常勤医募集
◆週4-5日、外来メイン ◆駅から徒歩 8分 ◆女性・シニア活躍
募集科目： 小児科または内科
業務内容： 外来、健診、予防接種、生活指導
年　　収： 1500 ～ 1800 万円　応相談
勤務日数： 週 4-5 日　応相談
勤務時間： 月火木金　9:00-12:00、16:00-19:00
　　　　　土　　　　9:00-12:00
休　　日： 日祝日、盆休み・年末年始各 1週間
定 年 制： あり（定年 60 歳、再雇用で 70 歳まで可）
退 職 金： あり
保　　険： 健康保険、厚生年金、雇用保険、自賠責保険
入職時期： 即日可

医療法人社団　宮崎クリニック
〒664-0882　兵庫県伊丹市鈴原町4-4-1　☎072-777-0045
E-mail…qqhc5ah9@sweet.ocn.ne.jp　HP…https://miyazakiclinic.jp

担当…操 真紀（みさお　まき）

　6月27日に母校において仁泉会総会が開催さ
れました。COVID-19 流行の影響で当初は5月
に開催予定でしたが延期になっておりました。ま
た限られた人数での開催になってしまいましたが、
総会議事も滞りなく行われました。ご承知のように、
母校は今春より大阪医科薬科大学として新たな
歩みを始めました。その一期生の入学式も執り行
われており、詳しくは本号に掲載しております。
　さて一般社団法人大阪医科大学仁泉会が現
在の正式名称です。今般の母校合併に伴い、
名称をどうするかが総会や理事会で話題になっ

ております。会員については当面医学部卒業生
や大学勤務医師に限定する予定です。名称に
ついてはもうしばらく検討を行ってから決定するこ
とになりました。名称変更には、会員諸氏による
定款変更が必要です。その際には定足数を満
たすことが条件になりますので、ご協力よろしくお
願いいたします。

（治）

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和３年度　10，000 円
令和２年度　10，000 円
令和元年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●52 巻 5 号（令和 3年 10 月 1 日発行）
　締切　令和 3年 8月末日
●52 巻 6 号（令和 3年 12 月 1 日発行）
　締切　令和 3年 10 月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636


